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ドイツに文部省のTFt三外研究員として留学 したのはもう15年

前になる.わずか 10ケ月の滞在と短いが,棉-1不勉弧 しよう

と意気込んで ミュンスター大学一般外科研究室に入ったのだ

が,その日欄 を挫 くようなことが早々に起こった.就業時間は

5時までとな/)ていたが,I-r本にいると同 じように研究室で柁

基をしていたら,掃除の小粋さんにLILくアパー トへ帰るように

追い立てられた.外囲からのまだ信用の闘 ナぬ鞘をひとり期す

ことに不安を感 じてかと,翌日ラボランチンにその理Illを壷ね

た.研究室の保安維持 も理由のひとつではあったが,就業時 間

を守らせるのが,大きな理由と前してくれた.昭欄 外労働 を1:I

徳のように払っていた私には,恵外な価佃組の違いにショック

を受けた.憤れるに従い, ドイツ人の相聞に付する厳 しさを随

所で知ることが旧来た.ス-パ-では次に支払いを持つ客が並

んでいても,終丁時関になればにべ もな く断ったり,土曜の牛
後からHHll圧卜一杯は,駅周囲のコンビニ以外はすべて閉店なる

ことなどであった.この不便には大いに面食らったが,郷 に入

れば郷に従えで憤れるのを待ったが,時間を婁した.

こんなてんばの遅い,あまり働かない生活のFllから,どうし

て ノーベル賞者を世界-多く宮田二t'fできるのかが,疑問となった.

どこかに猛烈人間がいるはずだ.少なくとも学生は勉強してい

るはず と,研究室に,tlJ.入 りする学生をみたが,簡単には見つけ

ることはILl凋ミなかった.

当時アメリカでは,噺の遺伝子研究が始まってお り,[1本で

も勅棒をもってこれに研究のスタンスを移す外科研究者が多か

った. ドイツではどうか と封 tであるビュンテ教授に尋ねたら

晃

｢あの研究は金がかかる.アメリカに任せて置けばよい.｣とそ

の気が全 くない梯子であった,

わたしは,期間の短い ドイツiiJll,:在で-一向に始めて くれない研

究にいらいらし,上医であるラングハンスに胸の内を話 した.

彼がいうには,rドイツでは,動物愛護【射本の監視が厳 しく,

新 しいliJr･究の許ilTはなかなか下 りないのだ.I1本は,冊朗に関

しては世狸をリー ドしているではないか.われわれは何にも教

えることがない.わずか1()ヶ月の滞在でないか.門噛以外に

も勉強することはあるから,洩遊するのもよいではないか.｣
とい一･Jた.これを閃いた時,私は詐欺にあー-jたようなĴ'Cが して,

朗にもき-)と不満がlLHlていたと思われる.それからは,研究で

はなく,見聞に徹することを節 -兼に変え,手術や学会だけで

なく,美術館や 洋楽会,お祭 りなどを中心にあちこちを回るこ

とにした.今振 り返ると,この見聞によか)感牲が身につ き,知

己が得られ,充実 した留学になったように思える.ラングハン

スの ｢矧 一亡しいF月丈人｣-の適切な助言に感謝 している.

周囲以来140年余 り,日本は外回に追いつけ追い越せで睡眠

時間も十分に取 らずに,遮二無二頑張 り,経済大国の仲間入り

するまでになった.先銃に立ち先導がいなくなったこれからは,

どこへ向かって進むかは自力で考えなくてはならない.外同研

究の二番煎 じへの労力を省 き,蒐ではなく質を高める必要があ

ろう.それには,溢れる情報を取捨選択 L,如何に不安なもの

を見分け,切 り精で,時間を有効に使 うかが重要である.-そ し

て,ものをゆっ くり考える時間を作 り侶すことも必安ではなか

ろうか.


